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京丹波町公共事業再評価審査委員会 
第２回会議（会議概要） 

 
日  時 平成２３年２月１４日（月） 

午前９時３０分～正午 

場  所 京丹波町役場２階 

議 場（ 現 地 ） 

出席委員 ９名 

（＊設置要綱第４条第２項の規定により、本委員会が成立） 

 
１ 開  会 
 ・副町長挨拶 

 ・委員長挨拶 

 ・白石委員紹介 

 

２ 議  事 
（１）現地調査 
  ・午前 ９時４５分  町道２３５号線 現地到着 
 
             担当課から説明 
 
             （主な意見・質問等） 

・委員 
遮水擁壁天端部が町道になるが、水位はどれくらいに

なるのか。 

・担当課 

町道から３．５ｍ程度下がったところがサーチャージ

水位（洪水時に一時的に貯留される最高水位）となり

ます。 

（遮水擁壁床掘時点の現場において、およその計画を

説明し、現地に設置されたＳＷＬ，ＮＷＬの標識で水

位を確認した。） 

 
・午前１０時４５分  町道２３５号線 現地調査終了 

 
（２）対象事業（町道２３５号線道路改良事業）の再評価について 

・担当課から事業概要について説明 
 
 

 



2 

  （主な意見・質問等） 
  ・委員 
     事業費の内訳について説明をおねがいしたい。 
  ・担当課 

現在の協定では、町負担分のうち本工事費５９２，６６３，０５０円、用地補償

費８０，９４０，２６４円、事務費４，６９４，３６５円となっており、さらに、

道路築造分の協定額は３５３，２５２，５５０円、単費分は１６９，８９４，２０

０円、舗装分の協定額は５７，６１５，６００円、単費分は１１，９００，７００

円となっています。 

 
  ・委員 

国と府と町の費用負担はどのようになっているのですか。 

 
  ・担当課 
     工事費用の３４２，０００，０００円うち京都府が１６６，０００，０００円、

町が１７６，０００，０００円、このうち１００，０００，０００円の国庫補助を

徴している。 

 
  ・委員 

町としてこの町道をどのような位置づけにしようとしているのですか。 

 
  ・副町長 

この開発において、構想図の提出をいただいたくらい、地元の方も夢を持たれて

おり、町としても観光資源開発のために大変必要となる町道と考えており、平成２

３年度において事業手法の検討を予定しており、町を活性化させる材料であると考

えています。 

 
・委員 

費用対効果において、計画交通量の８００台／日の便益が過大でないか、維持管

理費用が過少となっていないか等、国の計算手法で出た結果が町として不安はない

ですか。 

 
・担当課 

過大や、過少はないと思っています。 

 
・委員 

費用対効果の３．９は町としてどのように考えていますか。 

 
・担当課 

快適性も向上し、時間短縮も図られるため、結果としては問題ないと考えています。 
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・委員 
マニュアルでは、維持管理費が５０年間で約４５百万円は少なすぎないか。周辺

道路の現状を踏まえた費用を考慮し算出すべきではないですか。 
また、マニュアルとおりの算出では委員会を設置し検討しなくてもいいと考えら

れるので、実態に合った費用等で算出されたもので検討出来ればこの委員会の目的

が達成されるのではないですか。 

 
・担当課 

当該路線には、重要構造物もなく、舗装修繕が主になると考えられますので、こ

の費用を考慮した計算に改めたいと思います。 

 
３ そ の 他    

 
第３回審査委員会  ２月２８日（月）午前１０時から 

 
 
 
 
 
４ 閉  会 
 ・隅山副委員長挨拶 

 
 
 



第２回京丹波町公共事業再評価審査委員会 
現地調査日程表（平成２３年２月１４日） 

 
 

午前 ９時３０分  役場前 出発 

 

午前 ９時４５分  町道２３５号線 現地到着 

           担当課から説明 

           質疑応答 

 

午前１０時４５分  町道２３５号線 現地出発 

 

午前１１時００分  役場前 到着（到着後、議場へ） 
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